
【目的】
３S・３定を定着させることで、ムダがなく、「安全・安心」に働くことができる職場作りを実現する。

言葉の意味：３S・・・整理・整頓・清掃
3定・・・定置（決まった位置に）・定物（決まった物を）・定量（決まった量だけ） 置くこと

【手段】

あるべきシートの作成
・・・あるべきシートとは、あるべき状態を「いつでも・誰でも」見て「確認・維持」するためのもの

(手順）
本部側で、決定したテーマについて、店舗ごとに、3定（定置、定物、定量）を決定
↓
あるべき状態の写真を撮り、あるべきシートへ添付
↓
あるべきシートを印刷し、該当の場所へ掲示（誰もが見やすい箇所へ掲示）及びファイリング
↓
本部巡回者が、定着状況をチェックし、店舗へフィードバック
↓
店舗は、内容を確認し、修正、維持

「あるべきシート」を作成し、

各テーマごとに、あるべき状態を「可視化」することで、定着を図る。

３S活動（あるべきシートの運用）

取り組み開始：2019年5月～





あるべきシート（一例）

【フォークリフト関連】一例

３S活動（あるべきシートの運用）

2022年8月現在、全店で運用中のあるべきシートは、
73テーマあり、現在も拡大中



【バックルーム関連】一例

【売場関連】一例

【消防関連】一例

あるべきシート（一例）

３S活動（あるべきシートの運用）
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あるべきシートの定着率（全社平均）

⇒2019年5月の開始当初の定着率は、70%前後で推移。

その後は、定着率が下がってしまう月はあったものの、徐々に上昇。

今年（2022年）に入った頃には、90％近くまで上昇し、2022年8月現在は、

定着率90%台をキープできている状況となっている。
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1月

３S活動（あるべきシートの運用）


